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(57)【要約】
【課題】鼻毛を簡単に処理できる鼻毛処理器を提供する
こと。
【解決手段】柄部と刃部とを備える鼻毛処理器であって
、柄部は、刃部が軸線の一端側に取付けられ、刃部は、
軸線を含む平面と平行な刃物面を有し、所定間隔で平行
に設けられた第１の刃物３１及び第２の刃物３２と、第
１の刃物３１及び第２の刃物３２を保持する保持部３３
，３４と、を有し、保持部３３，３４は、第１の刃物３
１及び第２の刃物３２を挟んだ両側に保護ガイド３３ｃ
，３４ｃが形成されること。
【選択図】図３
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　柄部と刃部とを備える鼻毛処理器であって、
　前記柄部は、前記刃部が軸線の一端側に取付けられ、
　前記刃部は、前記軸線を含む平面と平行な刃物面を有し、所定間隔で平行に設けられた
第１の刃物及び第２の刃物と、
　前記第１の刃物及び前記第２の刃物を保持する保持部と、を有し、
　前記保持部は、前記第１の刃物及び前記第２の刃物を挟んだ両側に保護ガイドが形成さ
れる
　ことを特徴とする鼻毛処理器。
【請求項２】
　前記刃物面と直交する方向から見た場合、前記第１の刃物の刃先は、前記第２の刃物の
刃先とは異なる位置である
　ことを特徴とする請求項１に記載の鼻毛処理器。
【請求項３】
　前記刃部は、前記第１の刃物及び前記第２の刃物の組を、二組有するとともに、各組は
前記軸線を含む前記平面に関して対称に設けられる
　ことを特徴とする請求項１又は２に記載の鼻毛処理器。
【請求項４】
　前記刃部は、前記第１の刃物及び前記第２の刃物の組を、二組有するとともに、各組は
前記軸線を含む前記平面と直交する平面に関して対称に設けられる
　ことを特徴とする請求項１又は２に記載の鼻毛処理器。
【請求項５】
　前記刃部は、前記軸線の方向の前記一端側の先端に穴部を有し、
　前記穴部は、第３の刃物を有する
　ことを特徴とする請求項１から４までのいずれか１項に記載の鼻毛処理器。
【請求項６】
　前記刃部は、前記軸線と直交する軸線を有する枢動軸に対して枢動可能に前記柄部に取
付けられる
　ことを特徴とする請求項１から５までのいずれか１項に記載の鼻毛処理器。
【請求項７】
　前記枢動軸は、前記柄部の一端側の側面又は端面に設けられる
　ことを特徴とする請求項６に記載の鼻毛処理器。
【請求項８】
　枢動する前記刃部は、係止具により前記柄部に対して所定角度に係止される
　ことを特徴とする請求項６又は７に記載の鼻毛処理器。
【請求項９】
　前記刃部は、前記第１の刃物及び前記第２の刃物を有する二枚刃以上である
　ことを特徴とする請求項１から８までのいずれか１項に記載の鼻毛処理器。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、鼻毛処理器に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、伸びた鼻毛を切断したり除去したりするものとして、鼻毛抜き、鼻毛用ハサミ、
鼻毛用カミソリ及び回転式鼻毛切りなどが知られている（特許文献１及び２参照）。
【０００３】
　上記のうち、鼻毛を２つの刃で挟んで切る、鼻毛切りハサミや回転式鼻毛切りは、鼻毛
を挟んで切断するため、鼻腔（鼻の穴）内に鼻毛屑が残り、また、一方の刃の厚み分だけ
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の長さの鼻毛が根元から切り残される。その後、鼻腔内に残された鼻毛屑は、使用者がテ
ィッシュで何度も鼻をかんだり、ほじったりして、取り除かれている。
【０００４】
　一方、特許文献１には、刃を安全ガイドの内側に埋め込むとともに、刃と安全ガイドと
の間に間隙を設けた鼻毛用カミソリが記載されており、段落０００９には、剃った鼻毛が
間隙から刃の裏側に取り込まれると記載されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開２０００－０５１５４５号公報
【特許文献２】登録実用新案第３０９３５６２号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　しかしながら、特許文献１の段落００１１には、表面の刃に、鼻毛が当たるように回転
させると記載されているから、刃は回転させる方向の前方に位置することになる。すると
、刃で剃られた鼻毛が、後方に位置する間隙から刃の裏側に回り込むようなことは起きず
、実際には剃られた鼻毛の多くは、鼻腔内に残っているといえる。
【０００７】
　そこで、本発明は、上記問題点に鑑みなされたものであり、鼻毛を簡単に処理できる鼻
毛処理器を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
（１）本発明に係る一つの態様は、柄部と刃部とを備える鼻毛処理器であって、前記柄部
は、前記刃部が前記軸線の一端側に取付けられ、前記刃部は、前記軸線を含む平面と平行
な刃物面を有し、所定間隔で平行に設けられた第１の刃物及び第２の刃物と、前記第１の
刃物及び前記第２の刃物を保持する保持部と、を有し、前記保持部は、前記第１の刃物及
び前記第２の刃物を挟んだ両側に保護ガイドが形成されるものである。
【０００９】
（２）上記（１）の態様において、前記刃物面と直交する方向から見た場合、前記第１の
刃物の刃先は、前記第２の刃物の刃先とは異なる位置であってもよい。
【００１０】
（３）上記（１）又は（２）の態様において、前記刃部は、前記第１の刃物及び前記第２
の刃物の組を、二組有するとともに、各組は前記軸線を含む前記平面に関して対称に設け
られてもよい。
【００１１】
（４）上記（１）又は（２）の態様において、前記刃部は、前記第１の刃物及び前記第２
の刃物の組を、二組有するとともに、各組は前記軸線を含む前記平面と直交する平面に関
して対称に設けられてもよい。
【００１２】
（５）上記（１）から（４）までのいずれか一つの態様において、前記刃部は、前記軸線
の方向の前記一端側の先端に穴部を有し、前記穴部は、第３の刃物を有してもよい。
【００１３】
（６）上記（１）から（５）までのいずれか一つの態様において、前記刃部は、前記軸線
と直交する軸に対して枢動可能に前記柄部に取付けられてもよい。
【００１４】
（７）上記（６）の態様において、前記枢動軸は、前記柄部の一端側の側面又は端面に設
けられてもよい。
【００１５】
（８）上記（６）又は（７）の態様において、枢動する前記刃部は、係止具により前記柄



(4) JP 2018-11674 A 2018.1.25

10

20

30

40

50

部に対して所定角度に係止されてもよい。
【００１６】
（９）上記（１）から（８）までのいずれか一つの態様において、前記刃部は、前記第１
の刃物及び前記第２の刃物を有する二枚刃以上であってもよい。
【発明の効果】
【００１７】
　本発明によれば、簡単に鼻毛を処理できる鼻毛処理器を提供することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１８】
【図１】本発明の実施形態１に係る鼻毛処理器１の使用状況を示す、（ａ）側面図、（ｂ
）下面図、である。
【図２】本発明の実施形態１に係る鼻毛処理器１を示す概略図である。
【図３】刃部３を図２のＡ－Ａ線で切断した断面図である。
【図４】刃部３を構成する、（ａ）第１のホルダ３３、（ｂ）第１の刃物３１、（ｃ）ス
ペーサ３５、（ｄ）第２の刃物３２、（ｅ）第２のホルダ３４、を示す正面図及び側面図
である。
【図５】図３の刃部３を更に拡大した拡大断面図である。
【図６】本発明の実施形態２に係る鼻毛処理器１００を示す概略図である。
【図７】刃部１３０を図６のＢ－Ｂ線で切断した断面図である。
【図８】刃部１３０を構成する、（ａ）第１のホルダ１３３、（ｂ）第１の刃物３１、（
ｃ）スペーサ１３５、（ｄ）第２の刃物３２、（ｅ）中間ホルダ１３６、（ｆ）第２の刃
物３２、（ｇ）スペーサ１３５、（ｈ）第１の刃物３１、（ｉ）第２のホルダ１３４、を
示す正面図及び側面図である。
【図９】第１のホルダ１３３を示す詳細説明図である。
【図１０】第２のホルダ１３４を示す詳細説明図である。
【図１１Ａ】刃部１３０の組立工程を示す説明図である。
【図１１Ｂ】刃部１３０の刃先付近を示す拡大図である。
【図１２】本発明の実施形態３に係る鼻毛処理器２００を示す概略図である。
【図１３】刃部２３０を図１２のＤ－Ｄ線で切断した断面図である。
【図１４】刃部２３０を構成する、（ａ）第１のホルダ２３３、（ｂ）第２の刃物２３２
、（ｃ）スペーサ２３５、（ｄ）第１の刃物２３１、（ｅ）第２のホルダ２３４、を示す
正面図及び側面図である。
【図１５】実施形態２又は３の変形例の使用状況を示す側面図である。
【図１６】変形例の穴部３４０を示す、（ａ）上面図、（ｂ）Ｅ－Ｅ線で切断した断面図
、である。
【図１７】本発明の実施形態４に係る鼻毛処理器４００を示す概略図である。
【図１８】刃部４３０を図１７のＦ－Ｆ線で切断した断面図である。
【図１９】刃部４３０を構成する、（ａ）第１のホルダ４３３、（ｂ）第１の刃物３１、
（ｃ）スペーサ３５、（ｄ）第２の刃物３２、（ｅ）第２のホルダ４３４、を示す正面図
及び側面図である。
【図２０】鼻毛処理器４００の、（ａ）第１の状態、（ｂ）第２の状態、を示す概略図で
ある。
【図２１】本発明の実施形態５に係る鼻毛処理器５００を示す概略図である。
【図２２】刃部５３０の可動範囲を示す説明図である。
【図２３】本発明の実施形態６に係る鼻毛処理器６００を示す概略図である。
【発明を実施するための形態】
【００１９】
　以下、本発明の一実施形態について、図面を参照しながら詳細に説明する。なお、実施
形態の説明の全体を通じて同じ要素には同じ符号を付して説明する。
【００２０】
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　本発明の実施形態１に係る鼻毛処理器１について説明する。図１は、本発明の実施形態
１に係る鼻毛処理器１の使用状況を示す、（ａ）側面図、（ｂ）下面図、であり、図２は
、本発明の実施形態１に係る鼻毛処理器１を示す概略図である。
【００２１】
　図１（ａ）に示される鼻毛処理器１は、使用者の鼻腔に挿入し、回転（鼻腔に沿って移
動）させることで（図１（ｂ）参照）、鼻毛を処理するものである。鼻毛処理器１は、図
２に示されるように、柄部２と刃部３とを備える。
【００２２】
　柄部２は、鼻毛処理器１を鼻腔に挿入する際に、使用者の指で（摘み）持たれるもので
ある（図１（ａ）参照）。柄部２は、棒状のものであり、プラスチック樹脂で形成されて
いる。この柄部２には、後述する刃部３が、溶着や係合・嵌合により一体化され、軸線Ｃ
Ｌの一端側に取付けられる。
【００２３】
　柄部２は、断面視で３ｍｍ×５ｍｍ程度の矩形であるが、直径３ｍｍから６ｍｍ程度の
円に内接する多角形であってもよく、同程度の楕円形であってもよい。柄部２の長さは、
３０ｍｍから５０ｍｍ程度である。
【００２４】
　つぎに、刃部３について説明する。図３は、刃部３を図２のＡ－Ａ線で切断した断面図
であり、図４は、刃部３を構成する、（ａ）第１のホルダ３３、（ｂ）第１の刃物３１、
（ｃ）スペーサ３５、（ｄ）第２の刃物３２、（ｅ）第２のホルダ３４、を示す正面図及
び側面図である。
【００２５】
　図３に示される刃部３は、第１の刃物３１及び第２の刃物３２とを有する。これら第１
の刃物３１及び第２の刃物３２は、図４（ｂ），（ｄ）に示されるように、略矩形状の刃
物面を有するものであり、ステンレス鋼又は特殊工具鋼で形成されており、先端が研磨処
理されている。第１の刃物３１及び第２の刃物３２の厚みは、０．１ｍｍから０．３ｍｍ
程度である。
【００２６】
　そして、第１の刃物３１は、幅が１０ｍｍから４０ｍｍ程度で、刃元から刃先までの長
さが５ｍｍから６ｍｍ程度である。第２の刃物３２は、幅が１０ｍｍから４０ｍｍ程度で
、刃元から刃先までの長さが５ｍｍから８ｍｍ程度である。また、第１の刃物３１及び第
２の刃物３２には、後述する連結ピン３３ｅが挿通される穴３１ａ及び穴３２ａがそれぞ
れ形成されている。
【００２７】
　これらの第１の刃物３１及び第２の刃物３２は、刃物面が軸線ＣＬを含む平面と略平行
となるように、また、後述するスペーサ３５により所定間隔で平行に設けられる。
【００２８】
　つづいて、第１の刃物３１及び第２の刃物３２を保持する構成について説明する。
　刃部３は、第１の刃物３１及び第２の刃物３２を保持する保持部として機能する、第１
のホルダ３３及び第２のホルダ３４を有する。第１のホルダ３３及び第２のホルダ３４は
、プラスチック樹脂で形成されている。
【００２９】
　第１のホルダ３３は、図４（ａ）に示されるように、底板３３ａと、この底板３３ａに
立設された断面視Ｌ字状の側壁３３ｂとで形成されている。一方の側壁３３ｂには、保護
ガイド３３ｃが端部に形成されている。他方の側壁３３ｂには、係合部３３ｆが端部に形
成されている。
【００３０】
　一方の側壁３３ｂは、内側面に台座３３ｄを有する。台座３３ｄは、第１のホルダ３３
の内側面と第１の刃物３１とを所定の間隔に設定するものである。さらに、この台座３３
ｄには、連結ピン３３ｅが立設されている。
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【００３１】
　また、第２のホルダ３４は、図４（ｅ）に示されるように、天板３４ａと、この天板３
４ａに立設された断面視Ｌ字状の側壁３４ｂとで形成されている。一方の側壁３４ｂには
、保護ガイド３４ｃが端部に形成されている。他方の側壁３４ｂには、第１のホルダ３３
の係合部３３ｆに係合する被係合部３４ｆが端部に形成されている。
【００３２】
　一方の側壁３４ｂは、内側面に台座３４ｄを有する。台座３４ｄは、第２のホルダ３４
の内側面と第２の刃物３２とを所定の間隔に設定するものである。さらに、この台座３４
ｄには、連結ピン３３ｅが挿通される穴３４ｅが形成されている。
【００３３】
　最後に、スペーサ３５は、図４（ｃ）に示されるように、第１の刃物３１と第２の刃物
３２との間に挟持される板状のものであり、連結ピン３３ｅが挿通される穴３５ａが形成
されている。スペーサ３５は、金属又はプラスチック樹脂で形成されている。このスペー
サ３５の厚みは、０．２ｍｍから０．５ｍｍ程度である。なお、スペーサ３５は、円形ワ
ッシャのようなものであってもよい。
【００３４】
　以上の各構成により、刃部３は、第１のホルダ３３、第１の刃物３１、スペーサ３５、
第２の刃物３２、第２のホルダ３４が、この順に組み立てられる（図３参照）。
　ここで、第１の刃物３１及び第２の刃物３２の刃先、第１のホルダ３３及び第２のホル
ダ３４の保護ガイド３３ｃ，３４ｃの位置関係について説明する。図５は、図３の刃部３
を更に拡大した拡大断面図である。
【００３５】
　第１の刃物３１及び第２の刃物３２は、所定間隔で略平行に設けられているが、刃物面
と直交する方向から見た場合、第１の刃物３１の刃先は、第２の刃物３２の刃先とは異な
る位置である。つまり、第２の刃物３２の刃物面（すくい面）に対して、所定の角度θで
傾斜した基準線Ｌ上に、第１の刃物３１及び第２の刃物３２の刃先が位置している。この
角度θは、第１の刃物３１及び第２の刃物３２の厚み、スペーサ３５の厚み、台座３３ｄ
，３４ｄの高さにもよるが、通常５°から５５°の範囲とされる。
【００３６】
　刃部３は、角度θを小さくすることで、全体として厚み方向を薄くすることができ、逆
に、角度θを大きくすることで、全体として長手方向を小さくすることができる。
【００３７】
　さらに、この基準線Ｌ上には、第１のホルダ３３及び第２のホルダ３４の保護ガイド３
３ｃ，３４ｃも位置している。このように、保護ガイド３３ｃ，３４ｃと、第１の刃物３
１及び第２の刃物３２の刃先とが、基準線Ｌ上に位置することにより、第１の刃物３１及
び第２の刃物３２が、鼻腔内の粘膜に食い込むのを防止している。
【００３８】
　しかしながら、第１の刃物３１及び第２の刃物３２の刃先は、基準線Ｌと平行に１．０
ｍｍ程度基準線Ｌから突出されてもよい。この状態であれば、鼻毛の深剃りを優先するこ
とができる。逆に、第１の刃物３１及び第２の刃物３２の刃先は、基準線Ｌと平行に１．
０ｍｍ程度基準線Ｌから引き込ませてもよい。この状態であれば、鼻毛の処理具合よりも
、粘膜の傷付き防止を優先することができる。
【００３９】
　そして、鼻毛処理器１で鼻毛を処理する場合、軸線ＣＬの刃部３側から見て時計回りに
鼻腔内で回転される。つまり、第２の刃物３２が、回転方向の前方側となり、第１の刃物
３１が、第２の刃物３２の後方側となる。
【００４０】
　以上のとおり、本発明の実施形態１に係る鼻毛処理器１は、柄部２と刃部３を備えるも
のであって、柄部２は、刃部３が軸線ＣＬの一端側に取付けられ、刃部３は、軸線ＣＬを
含む平面と平行な刃物面を有し、所定間隔で平行に設けられた第１の刃物３１及び第２の
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刃物３２と、第１の刃物３１及び第２の刃物３２を保持する保持部３３，３４（第１のホ
ルダ３３，第２のホルダ３４）と、を有し、保持部３３，３４は、第１の刃物３１及び第
２の刃物３２を挟んだ両側に保護ガイド３３ｃ，３４ｃが形成されるものである。これに
より、鼻毛処理器１を鼻腔に挿入し、第１の刃物３１及び第２の刃物３２を鼻毛の生えた
粘膜に当てながら、鼻腔に沿わせて移動させるだけで、すなわち、鼻腔内で回転させるだ
けで、鼻毛を根元から簡単に処理する（剃る）ことができる。また、鼻毛処理器１を鼻腔
に挿入し回転させるため、鼻毛の位置を確認する必要がなく、剃り残しもほぼない。
【００４１】
　また、第１の刃物３１及び第２の刃物３２の両外側に保護ガイド３３ｃ，３４ｃが形成
されているため、第１の刃物３１及び第２の刃物３２を粘膜に押し当てても、食い込むこ
とがないから、粘膜を傷つけることがないし、痛みが与えられることもない。また、鼻毛
を抜かないため、毛穴に菌が侵入することもない。
【００４２】
　さらに、剃られた鼻毛は、第１の刃物３１と第２の刃物３２との間や、第１の刃物３１
及び第２の刃物３２と保持部３３，３４との間に取り込まれるため、剃られた鼻毛屑が鼻
腔内に残ることが少ない。また、鼻毛を挟んで切断しないため、鼻毛の根元付近が残るこ
とがなく、鼻毛屑が残ったとしてもこれらに絡まることもない。そのため、鼻腔内に残さ
れた鼻毛屑があったとしても、ティッシュで２，３回鼻をかんだり、ほじったりすること
で、取り除くことができる。くわえて、柄部２を備えるため、親指と人差し指（更に中指
）などで摘んで指で操作し易くなっている。
【００４３】
　ところで、鼻腔の形状や鼻毛の生え方によって、反時計回りに回転される方が、好まし
いこともある。この場合、鼻毛処理器１は、軸線ＣＬを含む面に対して左右対称なものと
すればよい。
【００４４】
　つぎに、本発明の実施形態２に係る鼻毛処理器１００について説明する。図６は、本発
明の実施形態２に係る鼻毛処理器１００を示す概略図である。
　この鼻毛処理器１００は、刃部１３０が、第１の刃物３１及び第２の刃物３２を二組有
する点で、実施形態１のものと異なっている。柄部２については、実施形態１のものと同
様であるから、説明を省略する。
【００４５】
　そこで、刃部１３０について説明する。図７は、刃部１３０を図６のＢ－Ｂ線で切断し
た断面図であり、図８は、刃部１３０を構成する、（ａ）第１のホルダ１３３、（ｂ）第
１の刃物３１、（ｃ）スペーサ１３５、（ｄ）第２の刃物３２、（ｅ）中間ホルダ１３６
、（ｆ）第２の刃物３２、（ｇ）スペーサ１３５、（ｈ）第１の刃物３１、（ｉ）第２の
ホルダ１３４、を示す正面図及び側面図である。また、図９は、第１のホルダ１３３を示
す詳細説明図であり、図１０は、第２のホルダ１３４を示す詳細説明図である。なお、図
９及び１０において、４方向からの視点を理解し易くするため、側方に仮想線を描いてい
る。また、図９（ｅ）は、Ｃ－Ｃで切断した断面図である。
【００４６】
　図７に示される刃部１３０は、第１の刃物３１及び第２の刃物３２とを保持する保持部
として機能する、第１のホルダ１３３、第２のホルダ１３４及び中間ホルダ１３６を有す
る。この刃部１３０は、後述する中間ホルダ１３６の両側に、第１の刃物３１及び第２の
刃物３２の組がそれぞれ平行に設けられる。
【００４７】
　第１の刃物３１及び第２の刃物３２の構成については、後述する連結ピン１３４ｅが挿
通される点以外は実施形態１のものと同様であるから、説明を省略する（図８（ｂ），（
ｄ），（ｆ），（ｈ）参照）。
【００４８】
　第１のホルダ１３３は、図８（ａ）及び図９（ａ）－（ｅ）に示されるように、底板１
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３３ａと、この底板１３３ａに対向する天板１３３ｇと、底板１３３ａと天板１３３ｇと
を連結する側壁１３３ｂとで形成されている。側壁１３３ｂは、保護ガイド１３３ｃが一
方の端部に形成されている。
【００４９】
　この側壁１３３ｂは、内側面に台座１３３ｄを有する。台座１３３ｄは、第１のホルダ
１３３の内側面と第１の刃物３１とを所定の間隔に設定するものである。さらに、この台
座１３３ｄには、連結ピン１３４ｅが挿通される穴１３３ｅが形成されている。
【００５０】
　この側壁１３３ｂは、穴１３３ｅよりも他方側に支持穴１３３ｆを有する。この支持穴
１３３ｆには、後述する第２のホルダ１３４の係止爪１３４ｆが挿入される。
【００５１】
　底板１３３ａ及び天板１３３ｇは、側壁１３３ｂに対向する側に、仮受台１３３ｈがそ
れぞれ突設されている。
【００５２】
　第２のホルダ１３４は、図８（ｉ）及び図１０（ａ）－（ｄ）に示されるように、断面
視Ｌ字状の側壁１３４ｂで形成されている。一方の側壁１３４ｂは、保護ガイド１３４ｃ
が端部に形成されている。この一方の側壁１３４ｂは、仮受台１３３ｈが通過可能な切欠
１３４ｈが形成されている。
【００５３】
　この一方の側壁１３４ｂは、内側面に台座１３４ｄを有する。台座１３４ｄは、第２の
ホルダ１３４の内側面と第１の刃物３１とを所定の間隔に設定するものである。さらに、
この台座１３４ｄには、連結ピン１３４ｅが立設されている。
【００５４】
　また、他方の側壁１３４ｂは、係止爪１３４ｆが端部に形成されている。
【００５５】
　スペーサ１３５は、図８（ｃ）又は（ｇ）に示されるように、第１の刃物３１と第２の
刃物３２との間に挟持される板状のものである。スペーサ１３５は、略板状に形成されて
おり、両端に脚１３５ｂが突設されており、連結ピン１３４ｅが挿通される穴１３５ａが
形成されている。このスペーサ１３５は、金属又はプラスチック樹脂で形成されている。
【００５６】
　中間ホルダ１３６は、図８（ｅ）に示されるように、略板状に形成されている。中間ホ
ルダ１３６は、保護ガイド１３６ｃが端部に形成されている。中間ホルダ１３６は、両側
の主面にそれぞれ台座１３６ｄを有する。台座１３６ｄは、中間ホルダ１３６とその両側
に設けられる第２の刃物３２とを所定の間隔に設定するものである。さらに、この台座１
３６ｄには、連結ピン１３４ｅと対向する位置に、連結ピン１３４ｅが挿通される穴１３
６ｅが形成されている。
【００５７】
　刃部１３０の組立方法について説明する。図１１Ａは、刃部１３０の組立工程を示す説
明図であり、図１１Ｂは、刃部１３０の刃先付近を示す拡大図である。
　まず、連結ピン１３４ｅと略同形状の仮固定用の連結ピン１４０を、第１の刃物３１の
穴３１ａ、スペーサ１３５の穴１３５ａ、第２の刃物３２の穴３２ａ、中間ホルダ１３６
の穴１３６ａ、第２の刃物３２の穴３２ａ、スペーサ１３５の穴１３５ａ、第１の刃物３
１の穴３１ａに、この順で挿通し、仮組立体とする（図１１Ａ（ａ）参照）。
【００５８】
　つぎに、この仮組立体を、側壁１３３ｂと略平行な方向から第１のホルダ１３３に装填
する（図１１Ａ（ｂ）参照）。このとき、仮組立体を案内する装填用ガイドを、側壁１３
３ｂの付近に設けるとよい。ついで、仮固定用の連結ピン１４０を引き抜く。
【００５９】
　そして、第２のホルダ１３４を、側壁１３３ｂの内面に対向する側から、第１のホルダ
１３３に装着する（図１１Ａ（ｃ）参照）。第２のホルダ１３４の装着が完了すると、第
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１のホルダ１３３の支持穴１３３ｆに第２のホルダ１３４の係止爪１３４ｆが嵌入され、
また、第１のホルダ１３３の穴１３３ｅから第２のホルダ１３４の連結ピン１３４ｅが突
出する状態となる。
【００６０】
　最後に、連結ピン１３４ｅの突出した先端を加熱変形させ、第１のホルダ１３３と第２
のホルダ１３４とを固着する（図１１Ａ（ｄ）参照）。
【００６１】
　このようにして、刃部１３０は、第１のホルダ１３３、第１の刃物３１、スペーサ１３
５、第２の刃物３２、中間ホルダ１３６、第２の刃物３２、スペーサ１３５、第１の刃物
３１、第２のホルダ１３４の順に組み立てられる（図７及び図１１Ｂ参照）。つまり、刃
部１３０は、第１の刃物３１及び第２の刃物３２の組を二組有し、各組が、軸線ＣＬを含
む平面（あるいは、中間ホルダ１３６）に関して対称に設けられる。なお、刃部１３０は
、左右幅が８ｍｍ程度であり、高さが８ｍｍ程度であるから（図７参照）、成人の鼻腔に
挿入可能な大きさとなっている。
【００６２】
　このとき、中間ホルダ１３６の左側の第１の刃物３１及び第２の刃物３２の組が、軸線
ＣＬの刃部１３０側から見て反時計回り用となり、中間ホルダ１３６の右側の第１の刃物
３１及び第２の刃物３２の組が、軸線ＣＬの刃部１３０側から見て時計回り用となる。そ
して、時計回り用の第１の刃物３１及び第２の刃物３２の組と、反時計回り用の第１の刃
物３１及び第２の刃物３２の組とは、すべての刃先が略同一方向を向くように設けられる
。
【００６３】
　つづいて、実施形態３の鼻毛処理器２００について説明する。図１２は、本発明の実施
形態３に係る鼻毛処理器２００を示す概略図である。
【００６４】
　刃部２３０について説明する。図１３は、刃部２３０を図１２のＤ－Ｄ線で切断した断
面図であり、図１４は、刃部２３０を構成する、（ａ）第１のホルダ２３３、（ｂ）第２
の刃物２３２、（ｃ）スペーサ２３５、（ｄ）第１の刃物２３１、（ｅ）第２のホルダ２
３４、を示す正面図及び側面図である。
【００６５】
　図１３に示される刃部２３０は、第１の刃物２３１及び第２の刃物２３２とを保持する
保持部として機能する、第１のホルダ２３３及び第２のホルダ２３４を有する。
【００６６】
　第１の刃物２３１及び第２の刃物２３２は、図１４（ｂ）又は（ｄ）に示されるように
、略矩形状の刃物面を有するものであり、両端が刃先となっている。つまり、第１の刃物
２３１は、実施形態１の第１の刃物３１が二つ、刃元側で接続されて、一つになったもの
に相当する。第１の刃物２３１には、後述する連結ピン２３３ｅが挿通される穴２３１ａ
が形成されている。
【００６７】
　第２の刃物２３２は、実施形態１の第２の刃物３２が二つ、刃元側で接続されて、一つ
になったものに相当する。第２の刃物２３２には、後述する連結ピン２３３ｅが挿通され
る穴２３２ａが形成されている
【００６８】
　よって、刃部２３０は、第１の刃物３１及び第２の刃物３２を仮想的に二組有するもの
である。
【００６９】
　第１のホルダ２３３は、図１４（ａ）に示されるように、底板２３３ａと、この底板２
３３ａに立設された側壁２３３ｂとで形成されている。側壁２３３ｂは、保護ガイド２３
３ｃが両端部に形成されている。
【００７０】
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　側壁２３３ｂは、内側面に台座２３３ｄを有する。台座２３３ｄは、第１のホルダ２３
３の内側面と第２の刃物２３２とを所定の間隔に設定するものである。さらに、この台座
２３３ｄには、連結ピン２３３ｅが立設されている。
【００７１】
　第２のホルダ２３４は、図１４（ｅ）に示されるように、天板２３４ａと、この天板２
３４ａに立設された側壁２３４ｂとで形成されている。側壁２３４ｂは、保護ガイド２３
４ｃが両端部に形成されている。
【００７２】
　側壁２３４ｂは、内側面に台座２３４ｄを有する。台座２３４ｄは、第２のホルダ２３
４の内側面と第２の刃物２３２とを所定の間隔に設定するものである。さらに、この台座
２３４ｄには、連結ピン２３３ｅと対向する側壁２３４ｂに、連結ピン２３３ｅが挿通さ
れる穴２３４ｅが形成されている。
【００７３】
　スペーサ２３５は、図１４（ｃ）に示されるように、第１の刃物２３１と第２の刃物２
３２との間に挟持される板状のものである。スペーサ２３５は、略板状に形成されており
、連結ピン２３３ｅが挿通される穴２３５ａが形成されている。
【００７４】
　以上の各構成により、刃部２３０は、第１のホルダ２３３、第２の刃物２３２、スペー
サ２３５、第１の刃物２３１、第２のホルダ２３４が、この順に組み立てられる（図１３
参照）。
【００７５】
　このとき、第１の刃物２３１及び第２の刃物２３２の刃先のうち、連結ピン２３３ｅの
左側の組が、軸線ＣＬの刃部２３０側から見て時計回り用となり、連結ピン２３３ｅの右
側の組が、軸線ＣＬの刃部２３０側から見て反時計回り用となる。そして、時計回り用の
第１の刃物２３１及び第２の刃物２３２の組と、反時計回り用の第１の刃物２３１及び第
２の刃物２３２の組とは、刃先が反対方向に向くように設けられる。
【００７６】
　つまり、刃部２３０は、第１の刃物３１及び第２の刃物３２の組を、仮想的に二組有し
、各組が軸線ＣＬを含む平面（あるいは、刃物面）と直交する平面（実施形態３では、２
つの連結ピン２３３ｅの中心を通る平面）に関して対称に設けられる。なお、刃部２３０
は、左右幅が８ｍｍ程度であり、高さが５ｍｍ程度であるから（図１３参照）、成人の鼻
腔に挿入可能な大きさとなっている。
【００７７】
　以上のとおり、本発明の実施形態２及び３に係る鼻毛処理器１００，２００では、刃部
１３０，２３０は、第１の刃物３１及び第２の刃物３２を二組有する。これにより、鼻毛
処理器１００，２００は、時計回り又は反時計回りのいずれの方向に回転させても、第２
の刃物３２が、回転方向の前方側に、第１の刃物３１が、第１の刃物３１の後方側に設け
られるため、鼻毛の処理を良好に行うことができる。
【００７８】
　また、実施形態１では、時計回り又は反時計回りの一方向しか対応できないため、鼻毛
処理器１を二つ準備する必要があったが、実施形態２及び３では、鼻毛処理器１００，２
００を一つ準備するだけでよく、どちらの方向でも使用することができる。さらに、実施
形態３は、実施形態２よりも小型化することができる。
【００７９】
　なお、第１の刃物３１及び第２の刃物３２を二組有する態様は、実施形態３のような仮
想的なものに限られない。例えば、第１のホルダ２３３の二つの連結ピン２３３ｅを共用
したり、第１のホルダ２３３に四つの連結ピン２３３ｅを立設したりして、現実に第１の
刃物３１及び第２の刃物３２を二組有するような態様でもよいが、実施形態３のような仮
想的なものの方が、刃部２３０を小型化することができるため、好ましい。
【００８０】



(11) JP 2018-11674 A 2018.1.25

10

20

30

40

50

　ここで、実施形態２又は３の変形例の鼻毛処理器１００，２００について説明する。図
１５は、実施形態２又は３の変形例の使用状況を示す側面図であり、図１６は、変形例の
穴部３４０を示す、（ａ）上面図、（ｂ）Ｅ－Ｅ線で切断した断面図、である。
【００８１】
　図１５に示される変形例の鼻毛処理器１００，２００は、刃部１３０，２３０の軸線Ｃ
Ｌの方向の一端側の先端に、穴部３４０を有する。この穴部３４０は、鼻腔の奥側から外
鼻孔に向かって生える鼻毛を切断するものである。
【００８２】
　図１６（ａ）に示されるように、穴部３４０は、第１のホルダ１３３の天板１３３ｇ又
は第２のホルダ２３４の天板２３４ａと断面形状が略同一の台形状で、略中央に引込み穴
３４０ａが貫通して形成されている。この引込み穴３４０ａは、図１６（ｂ）に示される
ように、一端側から他端（天板１３３ｇ，２３４ａ）側に向かって、徐々に狭くなってお
り、他端では、略Ｃ字状になっている。そして、引込み穴３４０ａの他端付近には、第３
の刃物３４０ｂが設けられている。
【００８３】
　第３の刃物３４０ｂの刃先は、台形の幅広側から幅狭側に向かい、かつ、天板１３３ｇ
，２３４ａに傾斜して設けられている。
【００８４】
　そして、穴部３４０は、第１のホルダ１３３の天板１３３ｇ又は第２のホルダ２３４の
天板２３４ａに溶着や係合などにより一体化される。ただし、穴部３４０は、第１のホル
ダ１３３又は第２のホルダ２３４に一体成形されてもよく、この場合、天板１３３ｇ，２
３４ａに引込み穴３４０ａが貫通して形成される。
【００８５】
　よって、穴部３４０を有する鼻毛処理器１００，２００を、鼻腔に挿入すると、鼻腔の
奥側から外鼻孔に向かって生える鼻毛は、引込み穴３４０ａに引込まれ、鼻毛処理器１０
０，２００の回転（移動）に伴って、第３の刃物３４０ｂで、切断される。本変形例によ
れば、鼻腔内の粘膜に略直立して生える鼻毛だけでなく、奥側から外鼻孔に向かって生え
る鼻毛も、簡単に処理することができる。
【００８６】
　なお、上記実施形態１から３では、柄部２及び刃部３，１３０，２３０は、別部材で形
成され一体化されたが、柄部２は、刃部３，１３０，２３０の第１のホルダ３３，１３３
，２３３とあらかじめ一体成形されてもよい。
【００８７】
　実施形態４の鼻毛処理器４００について説明する。図１７は、本発明の実施形態４に係
る鼻毛処理器４００を示す概略図であり、図１８は、刃部４３０を図１７のＦ－Ｆ線で切
断した断面図である。
【００８８】
　図１７に示される鼻毛処理器４００は、刃部４３０が、柄部４２０に対して枢動可能に
取付けられる点で、実施形態１から３のものと異なっている。
【００８９】
　まず、柄部４２０について説明する。
　柄部４２０は、本体が棒状のものであり、一端側の側面に軸線ＣＬと直交する枢動軸４
２０ａが突設されている。また、柄部４２０は、後述する係止具４４０の脱落を防止する
抜け止め４２０ｂが他端側に膨出されている。
【００９０】
　つぎに、刃部４３０について説明する。図１９は、刃部４３０を構成する、（ａ）第１
のホルダ４３３、（ｂ）第１の刃物３１、（ｃ）スペーサ３５、（ｄ）第２の刃物３２、
（ｅ）第２のホルダ４３４、を示す正面図及び側面図である。
【００９１】
　第１の刃物３１及び第２の刃物３２の構成や、第１の刃物３１及び第２の刃物３２を保
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持する保持部の構成は、基本的に実施形態１と同様であるため、第１の刃物３１、第２の
刃物３２及びスペーサ３５についての説明は省略する（図１９（ｂ）－（ｄ）参照）。
【００９２】
　第１のホルダ４３３は、図１９（ａ）に示されるように、底板４３３ａと、この底板４
３３ａに立設された断面視Ｌ字状の側壁４３３ｂとで形成されている。一方の側壁４３３
ｂは、保護ガイド４３３ｃが側方の端部に形成されている。他方の側壁４３３ｂは、第２
のホルダ４３４の被係合部４３４ｆが係合する係合部４３３ｆが形成されている。
【００９３】
　一方の側壁４３３ｂは、内側面に台座４３３ｄを有する。台座４３３ｄは、第１のホル
ダ４３３の内側面と第１の刃物３１とを所定の間隔に設定するものである。さらに、この
台座４３３ｄには、連結ピン４３３ｅが立設されている。
【００９４】
　さらに、この一方の側壁４３３ｂは、外側面に軸受４３３ｇを有する。軸受４３３ｇは
、柄部４２０の枢動軸４２０ａを枢動可能に軸支する。なお、本実施形態４では、枢動軸
４２０ａは、柄部４２０に設けられ、軸受４３３ｇは、刃部４３０に設けられるが、軸支
の構成であるから、それぞれ入れ替えて反対側に設けてもよい。
【００９５】
　第２のホルダ４３４は、図１９（ｅ）に示されるように、天板４３４ａと、この天板４
３４ａに立設された断面視Ｌ字状の側壁４３４ｂとで形成されている。一方の側壁４３４
ｂには、保護ガイド４３４ｃが端部に形成されている。他方の側壁４３４ｂには、第１の
ホルダ４３３の係合部４３３ｆに係合する被係合部４３４ｆが端部に形成されている。
【００９６】
　一方の側壁４３４ｂは、内側面に台座４３４ｄを有する。台座４３４ｄは、第２のホル
ダ４３４の内側面と第２の刃物３２とを所定の間隔に設定するものである。さらに、この
台座４３４ｄには、連結ピン４３３ｅが挿通される穴４３４ｅが形成されている。
【００９７】
　そして、係止具４４０は、柄部４２０に挿通されている。この係止具４４０は、円筒又
は円錐筒状のものであり、弾性又は可撓性を有する材料で形成されている。弾性又は可撓
性を有する材料としては、ゴムやシリコーンなどが挙げられる。
【００９８】
　この係止具４４０は、刃部４３０のいずれか一方の端部を、筒状の内側に保持し、枢動
軸４２０ａに対して枢動する刃部４３０を係止するものであるが、鼻腔の内周に沿って微
小に枢動（揺動）するように、刃部４３０を枢動可能な状態のまま用いる場合は、係止具
４４０は、用いられてなくてもよい。すなわち、必要に応じて柄部４２０に取付ければよ
い。
【００９９】
　刃部４３０を係止具４４０で係止する状態について説明する。図２０は、鼻毛処理器４
００の、（ａ）第１の状態、（ｂ）第２の状態、を示す概略図である。
　第１の刃物３１及び第２の刃物３２の刃物面が、軸線ＣＬを含む平面と平行になるよう
に、刃部４３０が柄部４２０に対して枢動されると、係止具４４０により、その位置で係
止される。例えば、刃部４３０を時計回りに枢動して第１の状態に係止すると（図２０（
ａ）参照）、第１の刃物３１が第２の刃物３２よりも左側となるため、反時計回り用とす
ることができ、反対に刃部４３０を時計回りに枢動して第２の状態に係止すると（図２０
（ｂ）参照）、第１の刃物３１が第２の刃物３２よりも右側となるため、時計回り用とす
ることができる。なお、鼻毛処理器４００は、柄部４２０及び刃部４３０を含む総幅が８
ｍｍ程度であり（図２０（ａ）参照）、枢動軸４２０ａに沿う方向の厚みが１０ｍｍ程度
であるから、成人の鼻腔に挿入可能な大きさとなっており、枢動軸４２０ａも鼻腔に挿入
することで、奥の方まで鼻毛の処理を行うことができる。
【０１００】
　実施形態５の鼻毛処理器５００について説明する。図２１は、本発明の実施形態５に係
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る鼻毛処理器５００を示す概略図である。図２２は、刃部５３０の可動範囲を示す説明図
である。
【０１０１】
　図２１に示される鼻毛処理器５００は、枢動軸５２０ａが、柄部５２０の一端側の端面
に位置する点で、実施形態４のものと異なっている。
【０１０２】
　柄部５２０は、本体が棒状のものであり、軸線ＣＬと直交する枢動軸５２０ａを軸支す
る軸受５２０ｇが一端側の端面に設けられている。
【０１０３】
　刃部５３０は、軸線ＣＬと直交する枢動軸５２０ａを軸支する軸受５３３ｇが柄部５２
０側の外面に設けられている。そして、枢動軸５２０ａは、これらの軸受５２０ｇ及び軸
受５３３ｇに軸支され、柄部５２０と刃部５３０とを枢動可能に連結している。
【０１０４】
　刃部５３０の枢動する角度θは、枢動軸５２０ａから刃部５３０の底面までの距離を調
節することで適宜変更可能であるが、柄部５２０の軸線ＣＬを中心として左右それぞれに
９０°から１２０°の範囲、つまり、１８０°から２４０°の範囲で枢動すればよい。
【０１０５】
　このような鼻毛処理器５００であれば、枢動軸５２０ａに沿う方向の厚みを９ｍｍ程度
にすることができるから、鼻腔に挿入可能な大きさにすることができる。
【０１０６】
　実施形態６の鼻毛処理器６００について説明する。図２３は、本発明の実施形態６に係
る鼻毛処理器６００を示す概略図である。
　図２３に示される鼻毛処理器６００は、実施形態５の刃部５３０を、実施形態３の刃部
３３０に置換したものに略一致する。
【０１０７】
　柄部６２０は、本体が棒状のものであり、軸線ＣＬと直交する枢動軸６２０ａを軸支す
る軸受６２０ｇが一端側の端面に設けられている。軸受６２０ｇの更に一端側には、刃部
６３０の枢動を規制するストッパ６２０ｈが形成されている。
【０１０８】
　刃部６３０は、軸線ＣＬと直交する枢動軸６２０ａを軸支する軸受６３３ｇが柄部６２
０側の外面に設けられている。そして、枢動軸６２０ａは、これらの軸受６２０ｇ及び軸
受６３３ｇに軸支され、柄部６２０と刃部６３０とを枢動可能に連結している。
【０１０９】
　刃部６３０の枢動する角度θは、枢動軸６２０ａから刃部６３０の底面までの距離を調
節することで適宜変更可能であるが、ストッパ６２０ｈと柄部６２０の本体で枢動が規制
されるため、軸線ＣＬと平行な位置から、±１０°程度の範囲で枢動すればよい。
【０１１０】
　このような鼻毛処理器６００であれば、第１の刃物２３１及び第２の刃物２３２の長さ
を１３ｍｍ程度に、刃部６３０の枢動軸６２０ａに沿う方向の厚みを７ｍｍ程度に、刃部
６３０の高さを５ｍｍ程度に、刃部６３０の先端から柄部６２０の背面までの総幅を９ｍ
ｍ程度にすることができるから、鼻腔に挿入可能な大きさにすることができる。
【０１１１】
　実施形態４及び５では、時計回り用又は反時計回り用とで、枢動させる方向が一義的に
決まるため、枢動させる方向を間違えるとやり直す必要があったが、実施形態６の鼻毛処
理器６００であれば、時計回り用又は反時計回り用の回転方向を気にすることなく、どち
らかの一方向に枢動させることで、鼻毛を処理することができる。また、刃部６３０の枢
動範囲が狭いため、鼻腔から鼻毛処理器６００を引抜く場合でも、引っ掛かるようなこと
が起こらない。
【０１１２】
　以上のとおり、本発明の実施形態４から６に係る鼻毛処理器４００，５００，６００で
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は、刃部４３０，５３０，６３０は、軸線ＣＬと直交する枢動軸４２０ａ，５２０ａ，６
２０ａに対して枢動可能に柄部４２０，５２０，６２０に取付けられる。これにより、鼻
毛処理器４００，５００は、時計回り又は反時計回りのいずれの方向に回転させる場合で
も、第２の刃物３２が回転方向の前方側に、第１の刃物３１が回転方向の後方側に位置す
るように変更することができるため、鼻毛の処理を良好に行うことができる。
【０１１３】
　また、実施形態１では、時計回り又は反時計回りの一方向しか対応できないため、鼻毛
処理器１を二つ準備する必要があったが、実施形態４から６では、鼻毛処理器４００，５
００，６００を一つ準備するだけでよく、どちらの方向でも使用することができる。
【０１１４】
　さらに、鼻毛処理器４００は、係止具４４０を、更に備え、係止具４４０は、柄部４２
０に対して枢動する刃部４３０を所定角度に係止する。これにより、刃部４３０が柄部４
２０に対してガタつくことがなく、鼻毛処理器４００を容易に移動させることができる。
【０１１５】
　なお、実施形態４では、第１の刃物３１が枢動軸４２０ａに近い側に設けられたが、逆
に、実施形態５のように、第２の刃物３２が枢動軸４２０ａに近い側に設けられてもよい
。
　また、係止具４４０は、実施形態４のものに限られない。例えば、磁力により所定の位
置に係止（固定）できるものであってもよく、枢動軸４２０ａと軸受４３３ｇとの間で、
ノッチ及び突起により係止するものであってもよい。
【０１１６】
　最後に、他の変形形態について説明する。
　上記実施形態１から６では、刃部３，１３０，２３０，４３０，５３０，６３０は、第
１の刃物３１，２３１及び第２の刃物３２，２３２を有する二枚刃としたが、いわゆる三
枚刃、四枚刃あるいは五枚刃以上であってもよく、その際、刃の枚数に合わせてスペーサ
３５，１３５，２３５の枚数も変更される。これにより、鼻毛に対する刃部３，１３０，
２３０，４３０，５３０，６３０の切れ味を向上させることができる。
【０１１７】
　また、上記実施形態２から３では、刃部１３０，２３０は、第１の刃物３１，２３１及
び第２の刃物３２，２３２を有する二枚刃としたが、逆に、第１の刃物３１，２３１のみ
の一枚刃としてもよい。すなわち、刃部１３０は、軸線を含む平面又は中間ホルダ１３６
に関して対称な位置に少なくとも第１の刃物３１をそれぞれ有し、刃部２３０は、軸線を
含む平面又２つの連結ピン２３３ｅを含む平面に関して対称な位置に第１の刃物３１の刃
先をそれぞれ有する。これにより、特許文献１にみられる鼻毛用カミソリでは、鼻毛を剃
るための回転方向は、一方向に限られたが、変形形態の鼻毛処理器では、１枚刃であって
も、どちらの回転方向にも対応することができる。
【０１１８】
　言い換えると、この変形形態の鼻毛処理器は、柄部と刃部とを備えるもの鼻毛処理器で
あって、柄部は、刃部が軸線の一端側に取付けられ、刃部は、軸線を含む平面と平行な刃
物面を有する少なくとも１枚の刃物と、刃物を保持する保持部と、を有し、刃部は、軸線
を含む平面に関して対称な位置に刃物をそれぞれ有する。
【０１１９】
　また、上記実施形態４では、刃部４３０は、第１の刃物３１及び第２の刃物３２を有す
る二枚刃としたが、逆に、第１の刃物３１のみの一枚刃としてもよい。言い換えると、こ
の変形形態の鼻毛処理器は、柄部と刃部とを備えるものであって、刃部は、少なくとも１
枚の刃物と、刃物を保持する保持部と、を有するとともに、柄部の軸線と直交する軸に対
して枢動可能に柄部に取付けられる。
【０１２０】
　また、上記実施形態１から６及び変形例に記載した各構成は、複数組み合わせてもよい
。
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【０１２１】
　以上、本発明の好ましい実施形態について詳述したが、本発明は上述した実施形態に限
定されるものではなく、特許請求の範囲に記載された本発明の要旨の範囲内において、種
々の変形、変更が可能である。
【符号の説明】
【０１２２】
１　　　鼻毛処理器
２　　　柄部
３　　　刃部
３１　　第１の刃物、３１ａ　穴
３２　　第２の刃物、３２ａ　穴
３３　　第１のホルダ（保持部）、３３ａ　底板、３３ｂ　側壁、３３ｃ　保護ガイド、
３３ｄ　台座、３３ｅ　連結ピン、３３ｆ　係合部
３４　　第２のホルダ（保持部）、３４ａ　天板、３４ｂ　側壁、３４ｃ　保護ガイド、
３４ｄ　台座、３４ｅ　穴、３４ｆ　被係合部
３５　　スペーサ、３５ａ　穴
１００　鼻毛処理器
１３０　刃部
１３３　第１のホルダ（保持部）、１３３ａ　底板、１３３ｂ　側壁、１３３ｃ　保護ガ
イド、１３３ｄ　台座、１３３ｅ　穴、１３３ｆ　支持穴、１３３ｇ　天板、１３３ｈ　
仮受台
１３４　第２のホルダ（保持部）、１３４ｂ　側壁、１３４ｃ　保護ガイド、１３４ｄ　
台座、１３４ｅ　連結ピン、１３４ｆ　係止爪、１３４ｈ　切欠
１３５　スペーサ、１３５ａ　穴、１３５ｂ　脚
１３６　中間ホルダ、１３６ｃ　保護ガイド、１３６ｄ　台座、１３６ｅ　穴
１４０　仮固定用の連結ピン
２００　鼻毛処理器
２３０　刃部
２３１　第１の刃物、２３１ａ　穴
２３２　第２の刃物、２３２ａ　穴
２３３　第１のホルダ（保持部）、２３３ａ　底板、２３３ｂ　側壁、２３３ｃ　保護ガ
イド、２３３ｄ　台座、２３３ｅ　連結ピン
２３４　第２のホルダ（保持部）、２３４ａ　天板、２３４ｂ　側壁、２３４ｃ　保護ガ
イド、２３４ｄ　台座、２３４ｅ　穴
２３５　スペーサ、２３５ａ　穴
３４０　穴部、３４０ａ　引込み穴、３４０ｂ　第３の刃物
４００　鼻毛処理器
４２０　柄部、４２０ａ　枢動軸、４２０ｂ　抜け止め
４３０　刃部
４３３　　第１のホルダ（保持部）、４３３ａ　底板、４３３ｂ　側壁、４３３ｃ　保護
ガイド、４３３ｄ　台座、４３３ｅ　連結ピン、４３３ｆ　係合部、４３３ｇ　軸受
４３４　　第２のホルダ（保持部）、４３４ａ　天板、４３４ｂ　側壁、４３４ｃ　保護
ガイド、４３４ｄ　台座、４３４ｅ　穴、４３４ｆ　被係合部
４４０　係止具
５００　鼻毛処理器
５２０　柄部、５２０ａ　枢動軸、５２０ｇ　軸受
５３０　刃部、５３３ｇ　軸受
６００　鼻毛処理器
６２０　柄部、６２０ａ　枢動軸、６２０ｇ　軸受、６２０ｈ　ストッパ
６３０　刃部、６３３ｇ　軸受
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ＣＬ　　軸線
Ｌ　　　基準線

【図１】 【図２】



(17) JP 2018-11674 A 2018.1.25

【図３】 【図４】

【図５】 【図６】



(18) JP 2018-11674 A 2018.1.25
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【図１１Ａ】 【図１１Ｂ】
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【図１５】 【図１６】
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【図１９】 【図２０】

【図２１】 【図２２】
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【図２３】

【手続補正書】
【提出日】平成29年8月15日(2017.8.15)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　柄部と、前記柄部の軸線の一端側に取り付けられた刃部とを備える鼻毛処理器であって
、
　前記刃部は、平行な刃物面を有し、所定間隔で平行に設けられた第１の刃物及び第２の
刃物と、
　前記第１の刃物及び前記第２の刃物を保持する保持部と、を有し、
　前記保持部は、前記第１の刃物及び前記第２の刃物を挟んだ両側に保護ガイドが形成さ
れ、
　前記柄部は、前記軸線と直交する軸線を有する枢動軸に対して枢動可能に前記刃部が取
付けられるとともに、前記軸線の一端側に前記刃部の枢動を規制するストッパが形成され
ており、
　前記枢動軸の方向から見て、前記第１の刃物及び前記第２の刃物の刃先が前記軸線と平
行な位置から、±１０°の範囲で枢動する
　ことを特徴とする鼻毛処理器。
【請求項２】
　前記刃物面と直交する方向から見た場合、前記第１の刃物の刃先は、前記第２の刃物の
刃先とは異なる位置である
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　ことを特徴とする請求項１に記載の鼻毛処理器。
【請求項３】
　前記刃部は、前記第１の刃物及び前記第２の刃物の組を、二組有するとともに、各組は
前記軸線を含む前記平面に関して対称に設けられる
　ことを特徴とする請求項１又は２に記載の鼻毛処理器。
【請求項４】
　前記刃部は、前記第１の刃物及び前記第２の刃物の組を、二組有するとともに、各組は
前記軸線を含む前記平面と直交する平面に関して対称に設けられる
　ことを特徴とする請求項１又は２に記載の鼻毛処理器。
【請求項５】
　前記刃部は、前記軸線の方向の前記一端側の先端に穴部を有し、
　前記穴部は、第３の刃物を有する
　ことを特徴とする請求項１から４までのいずれか１項に記載の鼻毛処理器。
【請求項６】
　前記刃部は、前記第１の刃物及び前記第２の刃物を有する二枚刃以上である
　ことを特徴とする請求項１から５までのいずれか１項に記載の鼻毛処理器。
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